
 

キャー！ 来ないでぇ～ 春休み！ 

 

校長 松田 隆幸  

  

 いつもは、地域の方々向けの話題が主ですが、今回ばかりは生徒向け＆保護者向け。 

 実は学生にとって、最も「危険なシーズン」が、春休み。他県では、卒業式後に高校入

試がある県もある中、埼玉県では、諸事情によるのか？県公立高校の入試日が早まってし

まった。コロナ対策の追試日程等がその理由だと思っているのだが・・・。で、多くの学

校では、県公立の入試日に合わせなくても良いのだが、多くはその日を学年末考査の日に

充てている。本校も、例年に倣って、県公立高校入試日の 2/22と 2/23を考査日に充

てた。っということは、その日以降、生徒の心情には、春休みを意識してしまう気持ちが

芽生え、若葉を茂らせ、花を咲かせてしまっていると考えられる。今日は正に、名実とも

に、春休みに突入する日。それは、それは、生徒の春休み感覚は、もう満開でしょう。学

生の学力が最も下がる時期が春休みかもしれません。無理もない話です。 

 夏休みは約４０日と言われています。９月に教科担当が代わるわけでもなく、宿題がご

っそり出されて、四苦八苦の休みかもしれません。でも、春休みはっていうと、どこの学

校も、宿題などはそうそう出されないのではないでしょうか？本校でも、夏と比べると、、、

といった感じです。高校はそれを見越して、入学手続きを終えると、ごっそり課題が出さ

れます。せっかく受験勉強で貯め込んだものを忘れてしまわないようにすることが狙い

です。しかも、入学早々に、勉強合宿なる行事の手を打ってきます。典型的なやらされる

勉強の図式ですが、それもそれで大切かと、、、。 

 同じ走る速さの選手なら、スタートがぴったり合った方がレースに勝つに決まってい

ます。スタートラインには、みな同じ日の同じ時間に着くことになっています。ウチのそ

の時刻は、２/23 の定期考査終了時刻でした。ゴールの設定はこれからの生徒もいるで

しょうが、それぞれの困難度もありましょうが、ほぼ「進学」といった設定はできている

ハズです。レースに例えはしましたが、受験はレースではない。だから、フライングはな

いのも受験勉強。 

 受検勉強なんて言うから固い話になってしまう。要は復習。１年生は定期考査年５回

分。１回が５教科で５００点満点だから、２５００点分。２年生はその倍の５０００点分

の復習に手を付けた方が良いのでは？というお話。分かっているところは手を付けなく

ても良い。間違えたところ、あやふやな所から始めてみる。試験時間だって、１００点分

を５０分。つまり約１時間で行ってきた。２年生だと 50時間あれば、すべてを試験とし

てやり直せる。後に回して、どんどん復習の量が増える前に、一人一人が違う間違いをし

ているハズだから、一人一人が違った復習をすべきだし・・・。そんな時間を夏休みに持

ち越すことはしなくてもいいんじゃないでしょうか？新学期早々に全国と県の学力調査

があります。もしかしたら、前年の確認テストもあるかも？キャ～ いけずぅ～！ 
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